




I   はじめに

 妊娠によって起こる消化器系症状を主としてつわりあるいは妊娠嘔吐といい、その症状

の発現が通常早朝空腹時であることから早朝嘔吐ともいわれている。本症は妊娠 5～6 週

から発症し妊娠 20 週までには自然に治癒するのが通常であるが、1,000 に対し 1～3 の割

合で重症化すなわち妊娠悪阻に移行して治療を要する事態に至るとされている。最近この

妊娠悪阻に伴う神経・脳症状併発すなわち Wernicke-korsakoff 症候群の発症が目立つ。

本症候群の発症は食事摂取不能およびその治療にあたっての充分なビタミン B1 補充不足

が原因とされ、一旦発症すれば神経的後遣症(korsakoff 症候群)のほか重篤なときは死亡

などの転帰が報告されてきている。

 最近、本邦においても本症発症報告例の増加がみられており妊産婦死亡防止の一環とし

てこの方面に視点をおき検索を行った。


